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〈

人

物

表

〉

 

小
宮 
翔

こ
み
や 
か
け
る 

（
１
９
） 

Ｍ

Ｔ

Ｂ

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

フ
リ
ー
ラ
イ
ド
の
選
手 

楢
島 

優
斗

な
ら
し
ま 

ゆ
う
と 

（
３
０
） 

宅
配
ピ
ザ
屋
「
丸
バ
ツ
ピ
ザ
」
の
バ
イ
ト
リ
ー
ダ
ー 

金
井 

力
也

か

な

い

 

り

き

や 

（
２
３
） 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
選
手
で
翔
の
ラ
イ
バ
ル 

崎
山 

悛

さ
き
や
ま 

あ
ら
た 

（
１
１
） 

小
学
生 

 

木
下 

浩
介

き
の
し
た 

こ
う
す
け 

（
４
２
） 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
の
店
長 

本
多 

幹
雄

ほ

ん

だ

 

み

き

お 

（
２
９
） 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
の
客 
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１
． 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
大
会
の
会
場
（
昼
） 

山
あ
い
の
切
り
開
か
れ
た
場
所
。
山
肌
は
大
勢
の
観
客
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で
音
楽
フ
ェ
ス
の
よ
う
。 

皆
、
一
点
を
見
上
げ
て
声
援
を
送
っ
て
い
る
。 

観
客
の
一
人
「
力
也
ー
ー
！
」 

視
線
の
先
に
は
高
台
と
、
一
台
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ
。 

 

２
． 

ス
タ
ー
ト
地
点
の
高
台
（
昼
） 

ス
タ
ー
ト
目
前
の
金
井
力
也
（
２
３

）
、

観
客
に
手
を
振
っ

て
応
え
る
。 

小
宮
翔
（
１
９

）、

力
也
の
背
中
を
見
て
い
る
。
鋭
い
視
線
。 

力
也
、
翔
に
向
か
っ
て
親
指
を
立
て
る
。 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
タ
イ
マ
ー
の
音
。 

ス
タ
ー
ト
の
合
図
。 

力
也 

「
翔
く
ん
、
ま
た
あ
と
で
！
」 

と
、
ど
こ
か
余
裕
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

歓
声
が
響
き
渡
る
。 

控
え
の
選
手
た
ち
が
中
継
テ
レ
ビ
を
見
つ
め
る
。 

 

３
． 

中
継
テ
レ
ビ
内
・
走
路
（
昼
） 

力
也
の
バ
イ
ク
、
高
台
の
真
下
に
落
下
。 

縦
に
一
回
転
し
、
鮮
や
か
な
着
地
。 

小
さ
な
ジ
ャ
ン
プ
台
に
乗
り
上
げ
、
ほ
ぼ
垂
直
に
置
か
れ
た

壁
に
沿
っ
て
走
行
。 

続
い
て
段
差
を
飛
び
降
り
、
空
中
で
ハ
ン
ド
ル
を
一
回
転
。

そ
の
ま
ま
空
中
で
決
め
ポ
ー
ズ
。 

次
々
に
技
が
決
ま
っ
て
い
く
。 

 

４
． 

ス
タ
ー
ト
地
点
の
高
台
（
昼
） 

選
手
Ａ
「
た
ま
ん
ね
ぇ
な
」 

選
手
Ｂ
「
こ
こ
で
見
た
い
っ
て
技
が
ピ
タ
っ
と
ハ
マ
る
よ
な
。
し
か
も
軽
々

と
や
っ
ち
ま
う
ん
だ
か
ら
よ
ー
」 

選
手
Ａ
「
こ
れ
、
ど
う
や
っ
て
勝
つ
よ
」 

選
手
Ｂ
「
技
の
難
易
度
あ
げ
る
し
か
な
い
っ
し
ょ
」 
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選
手
ら
、
画
面
に
釘
づ
け
。 

翔
、
画
面
の
力
也
を
見
て
、
自
分
の
ハ
ン
ド
ル
を
見
る
。 

 
５
． 

走
路
（
昼
） 

力
也
、
最
後
の
ジ
ャ
ン
プ
台
へ
。
加
速
し
、
踏
み
切
り
。 

ハ
ン
ド
ル
を
振
り
上
げ
、
ジ
ャ
ン
プ
。 

後
方
宙
返
り
す
る
バ
イ
ク
。
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
。 

衝
撃
を
感
じ
さ
せ
な
い
着
地
。
軽
や
か
な
笑
顔
。 

 

６
． 

ス
タ
ー
ト
地
点
の
高
台
（
昼
） 

翔
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
進
む
。 

翔 
 

「…
…

い
っ
ち
ょ
、
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
」 

と
、
バ
イ
ク
に
跨
る
。 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
タ
イ
マ
ー
の
音
。 

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
手
に
力
が
入
る
。 

ス
タ
ー
ト
の
合
図
。 

翔
、
踏
み
出
す
。 

 

７
． 

走
路
（
昼
） 

翔
、
力
也
の
軌
跡
を
な
ぞ
る
よ
う
に
進
む
。 

落
下
。
縦
に
一
回
転
し
、
鮮
や
か
な
着
地
。 

観
客
、
ド
ッ
と
沸
く
。 

そ
の
ま
ま
走
路
へ
。
小
さ
な
ジ
ャ
ン
プ
台
。
垂
直
の
壁
。 

大
き
な
歓
声
。 

空
中
で
ハ
ン
ド
ル
を
二
回
転
。
空
中
で
決
め
ポ
ー
ズ
。 

翔
、
口
元
に
笑
み
。
手
に
力
が
入
る
。 

観
客
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最
高
潮
へ
。 

最
後
ジ
ャ
ン
プ
台
。
勢
い
良
く
進
入
、
ど
ん
ど
ん
加
速
す
る
。 

力
強
く
ハ
ン
ド
ル
を
振
り
上
げ
、
ジ
ャ
ン
プ
。 

ぐ
っ
と
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

後
方
宙
返
り
。 

加
え
て
両
手
を
ハ
ン
ド
ル
か
ら
離
そ
う
と
す
る
。 

が
、
う
ま
く
手
が
離
れ
な
い
。 

空
中
で
フ
ォ
ー
ム
が
崩
れ
る
。 
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着
地
。
よ
ろ
め
く
も
、
な
ん
と
か
耐
え
る
。 

大
き
な
歓
声
。 

翔
、
こ
わ
ば
っ
た
表
情
。 

 

８
． 
控
室
（
昼
） 

翔
、
首
に
銀
メ
ダ
ル
。
荷
物
を
ま
と
め
て
い
る
。 

選
手
た
ち
の
笑
い
声
。 

力
也
、
選
手
た
ち
と
抱
擁
、
握
手
。
首
に
は
金
メ
ダ
ル
。 

ふ
と
翔
、
目
が
合
う
。
力
也
、
笑
顔
。 

翔
、
足
早
に
出
て
い
く
。 

 

９
． 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
・
外
観
（
夜
） 

ど
こ
に
で
も
あ
る
チ
ェ
ー
ン
の
宅
配
ピ
ザ
屋
。 

 

１
０
． 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
・
厨
房
（
夜
） 

翔 
 

「
２
位
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
す
」 

と
、
制
服
姿
で
乱
暴
に
ピ
ザ
に
具
材
を
乗
せ
て
い
る
。 

バ
イ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
楢
島
優
斗
（
３
０

）、

慣
れ
た
手
つ
き

で
ピ
ザ
生
地
を
伸
ば
し
な
が
ら
、 

優
斗 

「
え
ー
、
そ
れ
久
し
ぶ
り
に
聞
い
た
」 

翔 
 

「
は
？
」 

優
斗 

「
あ
、
い
や
、
世
代
じ
ゃ
な
い
か
」 

翔 
 

「
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
じ
ゃ
、
２
位
な
ん
て
最
下
位
と
一
緒
で
す
よ
」 

優
斗 

「
で
も
翔
く
ん
日
本
で
２
位
な
ん
で
し
ょ
？ 

十
分
す
ご
い─

─

」 

翔 
 

「
点
数
は
ほ
ぼ
１
位
と
一
緒
で
す
」 

優
斗 

「
じ
ゃ
あ
何
が
足
り
な
か
っ
た
の
？ 

運
？
」 

翔
、
言
葉
に
詰
ま
っ
て
、 

翔 
 

「…
…

ま
あ
、
運
と
か
、
気
合
と
か
？
」 

店
長
・
木
下
浩
介
（
４
２

）、

や
っ
て
来
て
、 

浩
介 

「
お
い
、
ま
だ
か
？ 

宅
配
間
に
合
わ
な
い
ぞ
」 

優
斗 

「
大
丈
夫
だ
っ
て
店
長
、
翔
く
ん
が
ぶ
っ
飛
ば
せ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
」 

浩
介 

「
こ
れ
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
じ
ゃ
ね
え
か
。
注
文
マ
リ
ナ
ー
ラ
だ
ぞ
？
」 

翔 
 

「
（
注
文
伝
票
を
見
て
）
あ…

…

」 

浩
介 

「
優
斗
、
お
前
が
作
れ
！
」 
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優
斗
、
急
い
で
生
地
を
伸
ば
し
、
宙
に
投
げ
る
。 

生
地
は
華
麗
に
宙
を
舞
う
。 

 
１
１
． 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
・
表
（
夜
） 

翔
、
ピ
ザ
の
入
っ
た
鞄
を
背
負
い
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
に
跨
が
る
。 

と
、
す
ご
い
勢
い
で
走
り
出
し
て
い
く
。 

 

１
２
． 

大
通
り
（
夜
） 

大
渋
滞
。
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
嵐
。
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
い
。 

翔
、
諦
め
て
横
道
へ
。 

 

１
３
． 

裏
路
地
・
人
気
の
無
い
下
り
坂(

夜)
 

翔
、
人
気
の
な
い
裏
路
地
を
走
る
。 

ふ
と
、
下
り
坂
に
差
し
掛
か
る
。 

辺
り
に
誰
も
い
な
い
の
を
見
て
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
う
。 

翔 
 

「…
…

い
っ
ち
ょ
、
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
」 

と
、
ハ
ン
ド
ル
を
ギ
ュ
ッ
と
握
り
、
下
り
坂
に
向
か
い
加
速
。 

踏
み
切
り
。
思
い
切
り
ハ
ン
ド
ル
を
振
り
上
げ
る
。 

小
さ
く
ジ
ャ
ン
プ
。
控
え
め
な
後
方
宙
返
り
。 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
い
る
崎
山
悛
（
１
１

）、

目
を

見
張
る
。 

そ
の
ま
ま
ド
ン
っ
と
地
面
に
着
地
。 

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
走
り
去
っ
て
い
く
。 

 

１
４
． 

悛
の
家
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
夜
） 

整
備
中
の
子
供
用
Ｍ
Ｔ
Ｂ
が
置
い
て
あ
る
。 

悛
、
翔
の
行
く
先
を
目
で
追
い
か
け
る
。 

 

１
５
． 

本
多
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
玄
関
前(

夜)
 

翔 
 

「
（
営
業
ス
マ
イ
ル
で
）
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
丸
バ
ツ
ピ
ザ
で
す
」 

注
文
し
た
客
・
本
多
幹
雄
（
２
９

）
、

腕
時
計
を
確
認
。 

舌
打
ち
。
ピ
ザ
を
受
け
取
り
、
翔
を
見
て
、
ド
ア
を
閉
め
る
。 

翔
、
真
顔
に
戻
っ
て
、
一
息
つ
く
。 
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１
６
． 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
・
外
観
（
夜
） 

表
に
は
「

C
lo

se
d

」
の
表
示
。 

浩
介
の
声
「
ど
う
な
っ
て
ん
だ
よ
！
」 

 

１
７
． 
丸
バ
ツ
ピ
ザ
・
厨
房
（
夜
） 

浩
介 

 

「
な
ん
で
ピ
ザ
の
具
が
全
部
剥
が
れ
ち
ゃ
っ
て
ん
の
！
」 

と
、
本
多
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
ク
レ
ー
ム
写
真
を
見
せ
る
。 

翔
、
反
省
の
色
は
薄
く
、 

翔 
 

「
仕
方
な
い
っ
し
ょ
、
急
い
で
た
ん
だ
か
ら
」 

浩
介 

「
ま
さ
か
チ
ャ
リ
ン
コ
で
宙
返
り
で
も
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
」 

翔 
 

「
ハ
ハ
ハ
、
ま
さ
か
」 

優
斗
、
奥
で
ピ
ザ
生
地
を
伸
ば
し
て
い
て
、 

優
斗 

「
だ
っ
た
ら
逆
に
大
丈
夫
で
し
ょ
」 

と
、
茶
々
を
飛
ば
す
。 

浩
介 

「
あ
？
」 

優
斗 

「
見
て
て
」 

と
、
ピ
ザ
生
地
に
輪
切
り
オ
リ
ー
ブ
を
一
つ
乗
せ
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
宙
に
投
げ
る
。 

綺
麗
な
円
形
の
ま
ま
縦
に
一
回
転
。
オ
リ
ー
ブ
は
落
ち
な
い
。 

優
斗 

「
遠
心
力
が
均
一
に
働
け
ば
さ
。
ほ
ら
」 

と
、
何
度
か
繰
り
返
す
。 

浩
介 

「
お
前
、
そ
ん
な
の
練
習
し
て
ど
う
す
ん
だ
よ
」 

翔
、
オ
リ
ー
ブ
の
乗
っ
た
生
地
を
見
て
、
何
か
気
づ
い
た
顔
。 

優
斗 

「
翔
く
ん
？
」 

翔 
 

「
ま
か
な
い
っ
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
ま
し
た
よ
ね
？
」 

 

１
８
． 

人
気
の
無
い
下
り
坂(

夜)
 

悛
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
下
り
坂
を
見
て
い
る
。 

翔
、
ピ
ザ
の
鞄
を
背
負
っ
た
ま
ま
、
下
り
坂
に
向
か
い
加
速
。 

踏
み
切
り
。
思
い
切
り
ハ
ン
ド
ル
を
振
り
上
げ
、
ジ
ャ
ン
プ
。 

後
方
宙
返
り
。
ド
ン
っ
と
着
地
。 

と
、
鞄
を
開
け
て
、
中
身
の
ピ
ザ
を
確
認
。 

ペ
パ
ロ
ニ
ピ
ザ
が
蓋
に
く
っ
つ
い
て
い
る
。 

翔
、
頭
を
掻
く
。 
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悛
、
急
い
で
部
屋
に
戻
る
。 

 

１
９
． 

人
気
の
無
い
下
り
坂(

昼)
 

悛
、
見
学
中
。
傍
ら
に
子
供
用
Ｍ
Ｔ
Ｂ
。 

翔
、
ジ
ャ
ン
プ
。
後
方
宙
返
り
。
ド
ン
っ
と
着
地
。 

箱
を
開
け
る
と
、
照
り
焼
き
ピ
ザ
の
具
だ
け
が
蓋
に
。 

翔
と
悛
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

以
下
点
描
で
。 

別
の
日
、
再
び
ジ
ャ
ン
プ
。 

箱
を
開
け
る
。
ハ
ワ
イ
ア
ン
ピ
ザ
の
具
が
バ
ラ
バ
ラ
に
。 

悛
、
ピ
ザ
を
食
べ
て
い
る
。
膝
に
擦
り
傷
。 

翔
、
悛
に
使
い
古
し
の
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
差
し
出
す
。 

照
れ
く
さ
そ
う
な
笑
顔
。 

ピ
ザ
の
箱
を
投
げ
て
イ
メ
ト
レ
を
始
め
る
。 

ま
た
別
の
日
、
ジ
ャ
ン
プ
。 

箱
を
開
け
る
。
マ
ヨ
じ
ゃ
が
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
だ
け
バ
ラ
バ
ラ
。 

翔 
 

「
あ
ー
も
ー
」 

と
、
ヘ
ソ
を
曲
げ
、
走
り
去
る
。 

悛
、
一
人
ピ
ザ
を
食
べ
る
。
肘
と
膝
に
は
翔
か
ら
も
ら
っ
た

プ
ロ
テ
ク
タ
ー
。 

 

２
０
． 

丸
バ
ツ
ピ
ザ
・
厨
房
（
夜
） 

宙
を
舞
う
ピ
ザ
生
地
。 

翔
、
優
斗
の
ピ
ザ
捌
き
を
ま
じ
ま
じ
と
見
て
い
る
。 

新
し
い
生
地
を
取
り
、
飛
ば
す
。 

し
か
し
、
生
地
は
不
恰
好
に
飛
び
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
。 

翔 
 

「
投
げ
る
コ
ツ
と
か
、
あ
る
の
？
」 

優
斗 

「
簡
単
だ
よ
。
翔
く
ん
は
力
み
す
ぎ
」 

優
斗
、
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
膨
ら
ま
す
。 

指
で
軽
く
押
し
上
げ
る
と
、
袋
が
ふ
わ
り
と
浮
く
。 

優
斗 

「
投
げ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
ハ
ン
ド
ト
ス
は
ハ
ン
ド
で
ト
ス
す
る
ん

だ
。
指
先
で
そ
っ
と
生
地
を
撫
で
て
あ
げ
る
だ
け
」 

翔
、
袋
を
何
度
か
ト
ス
す
る
。 

最
初
は
強
く
跳
ね
あ
が
っ
て
い
た
袋
が
、
次
第
に
ふ
わ
り
と
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浮
く
よ
う
に
な
る
。 

翔 
 

「…
…

な
る
ほ
ど
」 

浩
介
、
や
っ
て
き
て
、 

浩
介 

「
注
文
来
た
ぞ
！ 

翔
、
配
達
行
け
る
か
？
」 

翔 
 

「…
…

オ
ッ
ケ
ー
」 

 

２
１
． 

人
気
の
無
い
下
り
坂(

夜)
 

翔
、
坂
の
上
に
や
っ
て
く
る
。 

悛
、
前
輪
を
あ
げ
る
練
習
中
。 

力
任
せ
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。 

翔
、
ハ
ン
ド
ル
を
軽
く
握
る
。 

前
輪
を
あ
げ
、
納
得
の
表
情
。 

翔 
 

「
こ
れ
か
」 

と
、
踏
み
出
す
。 

勢
い
を
つ
け
、
悛
の
前
を
通
過
。 

ジ
ャ
ン
プ
。 

大
き
な
弧
を
描
く
、
後
方
宙
返
り
。 

静
か
に
、
流
れ
る
よ
う
に
着
地
。 

悛
、
口
を
あ
ん
ぐ
り
。 

翔
、
拳
を
突
き
上
げ
、
そ
の
ま
ま
走
り
去
る
。 

 

２
２
． 

本
多
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
玄
関
前
（
夜
） 

綺
麗
に
焼
き
上
が
っ
た
具
沢
山
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
。 

本
多
、
翔
の
顔
を
見
て
、
ま
た
ピ
ザ
を
見
る
。 

鼻
を
鳴
ら
し
、
ド
ア
を
閉
め
る
。 

翔
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
。 

 

２
３
． 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
大
会
の
会
場
（
昼
） 

大
勢
の
観
客
、
翔
に
向
か
っ
て
歓
声
を
送
る
。 

悛
、
声
を
振
り
絞
り
、 

悛 

「
翔
く
ん
、
フ
ァ
イ
ト
！
！
」 

 

２
４
． 

ス
タ
ー
ト
地
点
の
高
台
（
昼
） 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
に
跨
っ
た
翔
、
手
を
振
っ
て
応
え
る
。 
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翔 
 

「…
…

い
っ
ち
ょ
、
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
」 

後
方
に
は
力
也
の
姿
。 

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
タ
イ
マ
ー
の
音
。 

翔
、
振
り
向
く
。 

吹
っ
切
れ
た
よ
う
な
笑
顔
。 

翔 
 

「
力
也
さ
ん
、
ま
た
あ
と
で
！
」 

お
互
い
に
親
指
を
立
て
合
う
。 

ス
タ
ー
ト
の
合
図
。 

翔
、
地
面
を
蹴
り
出
す
。 

 

２
５
． 

Ｍ
Ｔ
Ｂ
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
大
会
の
会
場
（
昼
） 

翔
、
軽
く
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
。 

後
方
宙
返
り
。 

大
き
な
弧
を
描
き
、
静
か
に
着
地
。 

拳
を
突
き
上
げ
る
。 

歓
声
。
観
客
の
中
に
悛
の
笑
顔
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
終
わ
り
） 


